
◎基本情報

○ 対象 ● 対象外

● 経常経費 ○ 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ○ 一部委託 ● 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

プラ製容器包装の処理量及び再商品化量については、家庭ごみ全体の排出量の減少に伴い、減少傾向に
ある。

今年度の見直し
内容

製品プラスチックの回収に向け、ごみステーションで容器包装プラスチックと製品プラスチックを一括回収した場合の回収量の変化等を調査する
試行事業を実施する。

来年度以降の方
向性

製品プラスチックの分別収集・再商品化については、今年度のモデル事業の結果の検証やリサイクル方法の検討を進め、今後の方向性を整理し
ていく。また、ペットボトルのリサイクルについては、試行事業の結果を踏まえ、より最適なあり方を検討していく。

27,138t 28,405t 26,827t 26,776t 26,776t 26,776t

↓

アウトカム
成果指標2

プラ製容器包装再商品化量 という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

30,217t 31,412t 29,486t 29,800t 29,800t 29,800t

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

びん・缶・ペットボトルの処理量及び再商品化量については、家庭ごみ全体の排出量の減少に伴い減少傾向
にある。

アウトプット
活動指標2

プラ製容器包装選別処理量 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

24,793t 24,866t 23,939t 24,509t 24,509t 24,509t

↓

アウトカム
成果指標1

びん・缶・ペットボトル再商品化量 という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

33,057t 34,182t 31,896t 32,200t 32,200t 32,200t

人工

指標

アウトプット
活動指標1

びん・缶・ペットボトル選別処理量 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

0.4 人工

令和7年度予算額 926,481 千円 うち特定財源 826,494 千円 正規職員業務量 0.4

正規職員業務量 0.4 人工

令和6年度決算額 917,798 千円 うち特定財源 917,798 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 0.4 人工

令和6年度予算額 913,630 千円 うち特定財源 913,630 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

一般廃棄物の減量及び資源の適正な再商品化を図る。

他都市の状況

容器包装リサイクル法に基づく分別収集を行っている多くの市町村では同様の業務を実施している。

市民参加の実施

令和5年度決算額 891,935 千円 うち特定財源 891,935

施策名 －

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

ごみの減量・資源循環を進めるため、平成１０年１０月からびん・缶・ペットボトルの分別収集を開始した。その後、平成１２年４
月の容器包装リサイクル法の全面施行を受け、同年７月より容器包装プラスチックの分別収集を開始した。令和４年４月からプ
ラスチック資源循環促進法が施行されたことを受け、製品プラスチックの分別収集・再商品化を検討する必要がある。また、ペッ
トボトルをペットボトルに水平リサイクルする取組が全国的に加速している。

事業内容
（何を実施し）

①本市が分別収集したびん・缶・ペットボトルの選別業務を実施する。
②選別したびん・ペットボトル及びプラスチック選別センター（※）で選別したプラスチック製容器包装を、指定法人を通じて再商
品化事業者に引き渡す。
　※プラスチック選別センターに係る経費は、プラスチック選別施設運営管理費に計上
③選別した缶を再資源化事業者に売却する。
④製品プラスチックの回収に向けた検討を行うためのモデル事業を実施する。
⑤ペットボトルの水平リサイクルに向けた検討を行うための試行事業を実施する。

事業名 資源物リサイクル事業費
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事業評価調書
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